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会社概要

ピクセルインテリジェンス株式会社

2024年6月

CEO Angelo Yu*

資本金

事業内容

35億円（資本準備金含め）

マイクロミニカー／EVシャーシ／自動運転バスの販売組立、アフターサービス

今後、日本拠点での製造を開始予定

拠点
本社：東京都港区ポ―トシティ竹芝

工場：神奈川県茅ケ崎市萩園2593-1

茅ケ崎工場

本社（竹芝）

組立ライン

PDI

メンテナンスセンター

サポートセンター

備品倉庫

研修センター

ショールーム

【茅ケ崎工場】

3階立て

敷地：1,177㎡

延べ床：2,444㎡

Pix MovingとTIS株式会社は、2024年6月に共同出資によりピクセルインテリジェンス株式会社を設立。
メイドジャパンを実現し、国内市場のお客様への高品質で安心安全なMoving Spaceの提供を目指します。

ピクセルインテリジェンス会社の紹介

*…Pix Moving CEOと兼任



3

持続可能 | 人を中心 | テクノロジーに基づき | 最適なスペースを利用する

Sustainable | Human-centered | Technology-driven | Optimal Space utilization

以前の都市モデル

住民＋建物

Human + Buildings

現在の都市モデル

住民＋建物＋車

Human + 

Architecture + Car

未来の都市モデル

住民+モバイルスペース

Human + Moving Spaces

+ + + +

モバイル通用能力を活かしより快適な生活を目指す。

ビジョン
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日本パートナーと共
に様々なシナリオを

共同開拓

スケートボードシャシープラットフォーム

ビジネスコンセプト



RoboBus

次世代型公共交通を地域から

自動運転バス

用途：コミュニテイ-バス、リゾート送迎、
テーマパーク巡回 など

搭載機能：LiDAR、電子ミラー、GNSS、IMU
自動運転システム(ルールベース)
LFPバッテリー
遠隔監視＆遠隔制御システム

定員：６名（オペレータ含む）

特徴：ハンドル/ペダル/ミラーレス、双方向デザイン

導入国：スペイン、イタリア、アメリカ、日本、韓国

丨RoboBus



RoboShop

次世代移動サービスによる
新しいビジネスモデルの構築

自動運転多目的モビリティ

用途：移動型コンビニ、ブランディング、

テーマパーク＆イベント売店、体験サービス等

特徴：人の集まる場所に自動でモノ・サービスを提供

→新しいビジネスモデルを実現
応用シーン：

・特徴のあるデザインで都市中心部での集客活動

・観光地やイベントなど、集客が期待できる
ロケーションでの運用

・過疎地多目的利用（遠隔医療、物流、小売）

主要顧客：広告代理店、商業施設、観光施設、
自治体

丨RoboShop



PIX Beastie丨PIX Beastie

恐竜の頭蓋骨構造からインスピレーション
されたデザイン、近未来都市からの使者

超小型EV

仕様：ヨーロッパマイクロカー規格（L6e＆L7e）
国内ミニカー規格
対応車両（試作開発中）

搭載技術：金属3Dプリントによる軽量骨格フレーム
バサルト複合繊維製サスペンション搭載
大容量LFPバッテリー
インホイールモータ

用途と展望：居住エリア近距離移動
観光リゾート＆テーマパーク送迎
駅および空港カーシェアサービス

出展：2025年9月ミュンヘンモータショー出展
2025年10月ジャパンモビリティショー出展



| 自動運転車両システム構成

走行方向

リアLiDARx1

超音波センサ x12

ソリッドステートLiDAR x2

GNSSアンテナ×2

フロントLiDAR x2

センサの役割：「高精度自己位置推定」 と 「障害物検知」
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夜間販売（ライトアップ演出）自動運転の様子

実際の販売商品

| 実証事例 沖縄カヌチャリゾートにて無人モビリティによる観光地型スマート販売

【実施概要】

開催日:2024年12月23日〜

2025年1月23日

場所：沖縄県名護市カヌチャリゾート

内容：ホット沖縄総研&TIS&弊社

RoboShopを活用した

無人移動販売（ドリンク、

食品、土産品の提供）

【今後の展開】

・消費傾向データ取得と適正商品検討

・無人モビリティの利便性ニーズ確認

・地域経済活性プロジェクトの参画

地元紙掲載（反響有り）日経電子版プレスリリース

（全国展開）



⚫ 2024年11月7日から12月8日にかけて、新宿御苑にて無人移動販売PJを実施

⚫ PIXがシャシーと無人モビリティ技術を提供し、パナソニックグループが移動販売および関連技術を担当

新宿御苑内 無人販売プロジェクト

利用イメージ POCの様子
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|社会実証 神奈川県茅ケ崎市で 100名超えの自動運転バスサービス実証

取材記事がYahooニュースに掲載

【参加者】

・佐藤光 茅ヶ崎市 市長

・河野太郎 衆議院議員

・茅ヶ崎市役所関係者

・一般市民(100名以上)

佐藤光市長と弊社メンバ

一般市民による試乗

河野太郎先生と弊社メンバ

【特徴と今後の展開】

・政府＆地方公共団体と連携

したプロジェクト推進

・早期実証実験開始に向けて

準備進行中

【実施概要】
開催日:2025年3月25日
場所：茅ヶ崎市中央公園
内容：自動運転バスの試乗会
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|社会実証 神奈川県茅ケ崎市で 200名超えの自動運転バスサービス実証

茅ヶ崎FMと協業（ラジオブース）

【参加者】

・佐藤光 茅ヶ崎市 市長

・FM茅ヶ崎パーソナリティ 杉山様

・一般市民(200名以上)

試乗会の様子

一般市民による試乗

【特徴と今後の展開】

・茅ヶ崎市と協業した町おこし活動

・実証実験開始に向けて

準備進行中

開所式と佐藤市長ご挨拶

【実施概要】
開催日:2025年7月3,4日
場所：道の駅「湘南ちがさき」
内容：自動運転バスの試乗会
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| IAA Mobility（ドイツ・ミュンヘン） 次世代モビリティを体現した３製品の展示

欧州自動運転車両展示

auvetech(エストニア) 、HOLON(ドイツ）

【参加者】

・欧州完成車メーカ（BMW、

Mercedes、Volkswagen）

・中国EVメーカ、Tier1サプライヤ

・電動化、センサ、半導体、バッテリ企業

PIX展示ブース

完成車メーカ展示

（BYD&Mercedes）

【特徴と今後の展開】

・Beastie量産車の販売＆

アフターサービス協力会社関係構築

・自動運転ビジネスの欧州展開

来場者接客の様子

【実施概要】
開催日:2025年9月8〜12日
場所：ドイツミュンヘン
内容：PIX Beastie（小型EV）

RoboBus,RoboShop展示
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| 新居浜市でRoboBus試乗会を開催 ― 市長や地元企業、市民が参加

【参加者】

・古川拓哉 新居浜市長

・地元テレビ局、愛知新聞記者

・新居浜市企業、新居浜市民

試乗会の様子

愛媛新聞 記事

【特徴と今後の展開】

・ショッピングモール間の移動

・地元企業職場内移動

・新居浜市交通実証実験

古川新居浜市長コメント (テレビ報道)

自動運転車両

【実施概要】
開催日:2025年9月20,21日
場所：イオンモール新居浜
内容：RoboBus試乗会
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| 衆議院議員 河野太郎先生 湘南イノベーション工場ご視察と意見交換

Lv4自動運転開発状況

ご説明

【参加者】

・河野太郎 衆議院議員

・ます晴太郎 神奈川県議会議員

・水本定弘 茅ヶ崎市議会議員

・岡崎進 茅ヶ崎市議会議員

・水島誠司 茅ヶ崎市議会議員

・長谷川由美 茅ヶ崎市議会議員

革新工程説明

（RTMシステム）

【今後の展開】

・茅ヶ崎市の交通課題の解決

・茅ヶ崎市の自動運転社会実装の推進

集合写真ショップ型自動運転車両

説明（RoboShop）

自動運転清掃車両

説明（RoboSweep）

自動運転車両ご試乗

【実施概要】
開催日:2025年10月6日
場所：湘南イノベーション工場（茅ヶ崎市）
内容： 事業内容説明

自動運転車両ご試乗
自動運転Lv4システムデモ
自動運転社会実装に関する意見交換



住友電気工業様 展示住友三井オートサービス様 展示

| Japan Mobility Show 2025 RoboBusとPIX Beastieを出展

【実施概要】

開催日:2025年10月31〜11月9日

場所：東京ビッグサイト

内容：住友三井オートサービス様、

住友電気工業様と協業で

RoboBusとBeastieを出展

【参加者】

・日本完成車メーカ (トヨタ,ホンダ,ニッサン他)

・欧州完成車メーカ (メルセデス・ベンツ,BMW他)

・中国完成車メーカ（BYD）

【特徴と今後の展開】

・一般ユーザーへの自動運転車両や超小型EVへの理解

・自動運転やカーシェア市場の拡大推進

・次世代技術展示による未来の自動車産業仲間づくり

メディア掲載（ Yahooニュース） メディア掲載（carview! ）



ピクセルインテリジェンスの取り組み

目的：国内で自動運転の社会実装する

1. イベントに参加し、認知度拡大

・実車展示や試乗会を実施し、自動運転を知ってもらう啓蒙活動

2. 私有地（閉鎖空間）での実証実験の積み上げ

・自由度の高い場所にて、運行ノウハウを蓄積

3. 公道走行の実証実験の実施

・自治体と連携し、実運用のデータ取得とシステム改善

4. 自動運転市場の開拓

・地域交通・観光・商業施設での様々な用途で導入の可能性を広げる

5. レベル4（特定条件下における完全自動運転）に向けた技術開発

・遠隔監視・遠隔操縦の確立と実運用のデータ取得



今後の展望

車両の特長を活かし、観光目的での実装を目指す

・ワンダーループ（Wonder Loop）というメッセージを掲げ、新しい移動のかたちを創造し、観光分野

で新しい付加価値を提供

・マネタイズプランの共創



期待する連携・協業のかたち

・地方自治体様との連携

・モビリティ関連イベントへの参加

・スマートシティ構想への提案

・交通空白地帯への提案

・公共交通への課題解決

・グリーンスローモビリティとして新しい交通のかたち

・民間企業様との連携

・交通事業者

・観光関連

・工場敷地内での走行など

・小売り関連にてオリジナルグッズコラボ企画

・イベント関連

・スポーツ関連

・ホテルリゾート施設内での移動

・ゴルフ場での運用
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